
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
２
～
９

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
２
～
９

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・
・・
1010
～～
1111

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
・
・
・
・
・
・
1212
～～
1313

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・
・
・
・
・・
・・
・・
1414
～～
1515

視
察
報
告

視
察
報
告
・
・
・
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・
・
・
・
・
・
1515

市
民
の
声
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記

市
民
の
声
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・
・
・
・
1616

３３
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年

令
和
５
年
６６
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

25
　2023年４月８日・９日に倉吉で開催された「スポーツクライ
ミング　ボルダー＆リードジャパンカップ2023」に因み、倉吉
市内でボルダリングの活動をしておられる『ババーンズ』さんを
取材しました。未来のトップ選手を目指して練習する子どもたち
です。

ボルダリング練習風景　～ ババーンズ ～
撮影者：議会だより編集委員
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

3月
令和5年

第２回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

公
明
党
・
改
革
新
政
会
市
議
団

鳥飼 幹男

出産、子育て応援交付金事業ついて
保育環境の改善について

◎ Aコープせきがねの閉店に伴う対応
について

◎ 小学校統合に伴う新校名選定について

鳥羽 昌明

◎ 校名問題について
『ひとを育て、まちを育てる、くら
しよし倉吉プロジェクト』について

◎ 持続可能な地域活動に向けてについて

福井 康夫

成徳・灘手小統合について
◎ 打吹山周辺整備について

関金振興について
◎ 観光振興について

竺原 晶子

◎ 広報戦略について
◎ パートナーシップ制度について

子ども政策組織改革について
子どもとメディア啓発について

く

ら

よ

し

大津 昌克

◎ 市長の政治姿勢について
地域づくりと社会教育について
旧グリーンスコーレせきがね再生事
業について

藤井 隆弘

◎ 市民と市長等（行政）との関係について
新小学校名に関する市長の考えにつ
いて

◎ 今後の学校適正配置等の考え方につ
いて

丸田 克孝
◎ コロナ特別貸付の状況について

安全・安心な倉吉に向けてについて
◎ 高齢者社会の諸問題について

大月 悦子
◎ 倉吉市犯罪被害者等支援条例について

容器包装プラスチックについて
◎ 我がまちの活性化について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

こ

こ

ろ

田村 閑美

倉吉春まつりについて

くらよしＳＤＧｓの取組みについて

◎ 本市における『ひきこもり』の実態

◎ 公立保育園再編について
リス舎周辺整備事業・プロムナード
へ続く道について

さ　
　
　
　
き　
　
　
が　
　
　
　
け

山根 健資

◎ 倉吉市所有遊休地の活用について
灘手小学校の保護者からの要望書へ
の対応について

◎ 教育委員会教職員の労働環境について
市長の情報発信（ＳＮＳの活用）につ
いて

福井 典子

除雪事業について

◎ 少子化対策について
企業版ふるさと納税活用事業の総括
と今後の方向性について

米田 勝彦

倉吉市の公共土木行政の現状と課題
について

◎ 地域公共交通の充実について

◎ 子育て就労支援について

朝日 等治

◎ 新生・関金温泉について

◎ 緑の彫刻プロムナード公園について

◎ Ａコープショックについて

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ 物価高騰対策について

◎ 地球温暖化への対応について

中山間地対策について

小中学校の問題について

保育園統合について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする
議員は、あらかじめ議長に対
して質問する項目を明らかに
するために、文書で通告を行
います。この文書を「質問通
告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定
例会開会日のおおむね２週間
前に倉吉市ホームページに掲
載されています。

定例会の一般質問
発言通告表

　会議録（質問・答弁など）は市立図書
館でご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉
市ホームページからご利用できます。

※議員本人が執筆（要約）したものを基
　に掲載しています。
　掲載は、質問順です（頁ごと、上から）。

市議会会議録
検索システム
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小
学
校
統
合
に
伴
う
新
校
名

選
定
に
つ
い
て

問　
「
民
主
主
義
と
は
、
多
数
決
で

物
事
を
決
め
る
社
会
で
は
な
く
、
対

話
を
重
ね
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
」「
学
校
は
民
主

主
義
の
土
台
を
つ
く
る
場
で
あ
る
」

と
著
名
な
教
育
者
は
言
う
。
新
た
な

校
名
選
定
は
、
そ
こ
に
通
う
児
童
自

身
が
行
い
、
そ
の
方
法
も
公
募
で
も

投
票
で
も
多
数
決
で
も
な
く
議
論
を

重
ね
て
合
意
形
成
を
目
指
す
、
そ
う

し
た
手
法
も
目
指
し
て
は
？

答　

市
長
…
ご
提
案
頂
い
た
内
容
も

心
に
刻
み
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
納
得

し
３
校
統
合
で
き
る
よ
う
な
対
応
に

早
く
持
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長
…
子
ど
も
た
ち
が
純
粋
に
考

え
自
分
た
ち
で
決
め
る
方
法
も
確

か
に
一
つ
の
案
で
あ
る
と
思
う
。
今

こ
の
場
で
ど
の
方
法
に
す
る
か
は
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
よ
く
市
長
と

相
談
を
し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

問　
自
治
会
の
担
い
手
不
足
や
役
員

の
負
担
軽
減
・
高
齢
化
に
つ
い
て
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
考
え
か
？

答　

自
治
公
民
館
協
議
会
等
の
意
見

交
換
の
場
を
通
じ
て
、
地
域
の
実
態

の
情
報
提
供
や
自
治
会
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
の
先
進
事
例
も
提
案
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
活
動
の

維
持
に
向
け
て
出
来
る
こ
と
か
ら

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
地
域
活
動
に
向

け
て
に
つ
い
て

校
名
問
題
に
つ
い
て

問　
旧
関
金
町
に
於
い
て
Ａ
コ
ー
プ

せ
き
が
ね
店
と
ポ
プ
ラ
山
守
店
の
閉

店
が
決
ま
り
、
住
民
の
日
常
生
活
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

懸
念
す
る
の
は
不
便
な
生
活
環
境
の

衰
退
が
加
速
す
る
こ
と
だ
。
Ａ
コ
ー

プ
せ
き
が
ね
店
の
事
業
継
続
に
向
け

た
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
市
と
Ｊ
Ａ
と
地
元
業
者
３
者
で

今
後
の
対
応
を
協
議
し
た
が
、
事
業

の
継
続
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
県
知
事
へ
の
要
望
も
行
い
知
事

か
ら
は
、
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
と
の
回
答
を
得
た
。
県
と
一
緒

に
な
っ
て
持
続
可
能
な
買
い
物
環
境

の
整
備
を
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

問　
成
徳
、
灘
手
小
の
統
合
で
暫
定

と
な
っ
て
い
る
新
校
名
の
選
考
に
つ

い
て
市
長
は
説
明
会
で
、「
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
検
討
す
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
よ
う
に
、
今
後
の
選
考
に
当

た
っ
て
は
、
行
政
が
主
導
し
て
保
護

者
会
を
中
心
に
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

住
民
の
中
に
も
保
護
者
が
中
心

に
な
っ
て
検
討
す
べ
き
と
の
声
も
あ

る
の
で
そ
の
方
向
で
進
め
て
い
き
た

い
。
時
期
に
つ
い
て
も
今
は
、
４
月

に
開
校
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
見
守
り
な
が
ら
、
一
学
期
が
終
了

し
た
頃
に
３
地
区
で
の
校
名
の
検
討

を
提
案
し
た
い
。

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

鳥と
り
か
い飼 

幹み
き
お男

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明

Ａ
コ
ー
プ
せ
き
が
ね
の
閉
店

に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
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パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に

つ
い
て

問　
情
報
発
信
は
最
重
要
課
題
と
捉

え
仕
組
み
作
り
と
共
に
、
全
職
員
が

広
報
戦
略
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
意
識
啓
発
も
必
要
だ
。
専
門
的
な

視
点
、
市
民
の
視
点
も
巻
き
込
み
、

サ
イ
ト
マ
ッ
プ
の
構
成
な
ど
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
り
検
討
を
。

答　

市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
在
り
方
も
含

め
、
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

実
績
を
持
つ
専
門
家
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
引
き

続
き
職
員
の
意
識
啓
発
に
も
努
め
、

実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
等
も
研
究
し

た
い
。
学
生
さ
ん
に
は
感
想
や
希

望
、
求
め
る
機
能
な
ど
を
伺
い
な
が

広
報
戦
略
に
つ
い
て

問　

日
本
の
都
市
公
園
、
桜
の
名

所
、
森
林
浴
の
森
１
０
０
選
に
指
定

さ
れ
た
倉
吉
の
シ
ン
ボ
ル
。「
遊
歩
道

の
管
理
・
案
内
板
の
整
備
と
公
園
内

の
老
朽
化
し
た
施
設
の
撤
去
を
し
て

ほ
し
い
。」「
打
吹
山
頂
上
は
眺
望
が

で
き
な
い
。」
な
ど
の
市
民
か
ら
の
声

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
を
市
長
に

問
う
。

答　

桜
の
木
の
樹
勢
回
復
事
業
に
向

け
て
新
た
な
検
討
を
し
て
い
る
。
打
吹

山
頂
上
の
木
の
伐
採
に
は
現
在
、
保

安
林
と
し
て
の
制
約
な
ど
も
あ
り
、
樹

木
の
伐
採
や
植
栽
は
難
し
い
。
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
は
、
今
後
も
適
正
に

管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
国
際
交
流
と
台
湾
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
と
台
湾
国
際

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
国
際
交
流
の
活
性
化
の
後
押
し

を
倉
吉
市
と
し
て
も
仲
間
と
な
っ
て

取
り
組
む
意
欲
を
市
長
に
問
う
。

答　

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
定
期
便

な
ど
の
実
現
に
も
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
韓
国
羅
州
市
と
の
交
流
事
業

も
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
今
年

11
月
頃
に
は
式
典
の
開
催
を
計
画
し

て
い
る
。
そ
し
て
国
際
交
流
員
も
新

た
に
市
へ
迎
え
る
準
備
を
し
て
い

る
。 観

光
振
興
に
つ
い
て

打
吹
山
周
辺
整
備
に
つ
い
て

ら
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
か
し

た
い
。

問　
１
年
間
で
１
０
３
の
自
治
体
が

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し

た
が
、
倉
吉
市
人
権
施
策
推
進
連
絡

会
議
で
導
入
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た

現
状
と
課
題
は
。

答　

実
施
要
綱
案
を
作
成
し
た
う
え

で
利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
関

係
規
定
等
に
つ
い
て
協
議
検
討
を

行
っ
た
。
利
用
者
の
状
況
に
よ
っ
て

は
不
利
益
を
生
ず
る
可
能
性
も
あ
る

課
題
も
あ
り
、
引
き
続
き
先
進
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
継
続
し
て
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団

公
明
党
・

改
革
新
政
会
市
議
団
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市
民
と
市
長
等（
行
政
）と
の

関
係
に
つ
い
て

今
後
の
学
校
適
正
配
置
等
の

考
え
方
に
つ
い
て

問

「
打
吹
至
誠
」
は
事
実
上
の
否

決
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
議
決
に

な
っ
た
の
か
。
市
長
の
考
え
は
。

答　
結
果
と
し
て
、
私
の
提
案
説
明

が
議
会
の
理
解
を
得
る
説
明
に
な
ら

な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

問　
市
長
自
ら
が
各
地
区
・
保
護
者

説
明
会
に
参
加
し
て
、
市
民
の
声
を

ど
う
受
け
止
め
た
か
。

答　

既
存
の
校
名
を
使
わ
な
い
と
い

う
点
で
は
否
定
的
な
意
見
が
多
か
っ

た
が
、
現
在
の
校
名
を
変
更
し
な
い

こ
と
が
様
々
な
影
響
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
判
断
の

も
と
で
の
議
決
だ
っ
た
と
い
う
私
の

認
識
で
市
民
に
説
明
を
し
た
。
今
後

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

具
体
的
な
情
報
公
開
、
会
議

録
、
住
民
投
票
、
各
主
体
の
関
係
等

を
整
理
し
た
自
治
基
本
条
例
を
制
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

情
報
公
開
は
、
公
開
条
例
で
詳

細
に
定
め
て
い
る
。
住
民
投
票
は
、

自
治
基
本
条
例
で
規
定
し
た
場
合
で

も
個
別
の
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
会
議
録
の
作
成
、
公
開
に
関

す
る
基
準
の
策
定
等
は
今
後
点
検
、

改
善
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
現
時
点
で
は
、
倉
吉
市
市
民
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

の
改
正
を
考
え
て
お
り
、
自
治
基
本

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
少
子
化
は
ま
っ
た
な
し
。
今
後

の
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て
市
長
と

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

市
長
…
状
況
を
踏
ま
え
見
直

し
、
も
っ
と
広
域
的
な
統
合
な
ど
、

教
育
委
員
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
長
…
10
年
20
年
先
を
見
据
え

て
、
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
学
校
教
育
審
議
会
を
は
じ
め
、
何

ら
か
の
方
法
で
ご
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

の
校
名
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
情
報
共
有
、
意

思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
。

問　
民
意
を
大
事
に
す
る
と
い
わ
れ

る
広
田
市
長
で
あ
る
の
で
、
よ
り
多

く
の
人
の
声
を
受
止
め
、
ど
こ
が
真

の
民
意
な
の
か
と
い
う
事
を
し
っ
か

り
見
極
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
す
る
。

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

く
ら
よ
し

く
ら
よ
し

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘
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我
が
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い

て

倉
吉
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
に
つ
い
て

高
齢
者
社
会
の
諸
問
題
に
つ

い
て

コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
の
状
況
に

つ
い
て

問　
日
常
生
活
を
支
え
る
市
の
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。
条
例
の
意
義
は
。

答　

犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

寄
り
添
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
市
民
、
行
政
職
員
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

問　
支
援
の
計
画
は
。

答　
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
と
し
て
、

遺
族
見
舞
金
30
万
円
、
傷
害
見
舞
金

10
万
円
を
計
上
。

問　
犯
罪
被
害
者
等
の
尊
厳
を
傷
つ

け
る
最
大
の
原
因
は
、
人
々
の
「
偏

見
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
広
報
・
啓
発
が
必

要
だ
が
、
具
体
的
な
計
画
は
あ
る
か
。

答　

家
族
の
苦
し
み
や
理
不
尽
な
犯

罪
行
為
で
あ
る
こ
と
を
共
有
す
る
こ

と
は
必
要
だ
と
思
う
。
巡
回
展
の
広

報
を
行
っ
た
り
、
対
応
す
る
市
職
員

の
意
識
啓
発
、
研
修
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

問　
新
城
市
の
「
若
者
条
例
」
は
ま

ち
づ
く
り
に
参
考
に
な
る
が
。

答　
事
例
は
興
味
深
く
参
考
に
な
る
。

問　
次
代
を
担
う
若
者
が
持
続
的
に

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　

大
学
生
と
の
話
合
い
か
ら
カ

フ
ェ
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
提
言
が
形

に
な
っ
て
い
る
。
提
言
を
施
策
に
活

か
す
よ
う
今
後
も
続
け
、
成
功
体
験

を
し
て
い
く
。
条
例
な
ど
ル
ー
ル
的

な
仕
組
み
を
つ
く
る
の
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
う
。

問　
コ
ロ
ナ
特
別
貸
付
の
返
済
時
期

が
来
て
い
る
が
、
返
済
猶
予
、
返
済

免
除
等
の
対
策
は
あ
る
か
。

答　
低
所
得
者
に
対
し
て
は
実
質
的

な
給
付
と
な
る
よ
う
に
返
済
を
免
除

す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
借

り
受
け
さ
れ
た
方
と
世
帯
主
が
住
民

税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、
鳥
取
県
社
会

福
祉
協
議
会
に
免
除
申
請
す
る
こ
と

で
、
償
還
免
除
に
な
る
こ
と
も
可
能
。

（
但
し
、
令
和
３
年
度
・
４
年
度
が

住
民
税
非
課
税
に
限
る
。）

　

企
業
向
け
の
貸
付
制
度
に
つ
い
て

は
、
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
免
除
は

設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
県
と
し
て
も

金
融
機
関
に
対
し
て
柔
軟
な
条
件
変

更
、
基
準
内
で
の
期
間
延
長
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
国
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
も

注
視
し
た
い
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
状
況
と
、
買

い
物
難
民
を
無
く
す
る
取
組
み
は
。

答　

民
生
児
童
委
員
の
配
置
基
準
が

人
口
10
万
人
未
満
の
市
で
は
１
２
０

世
帯
か
ら
２
８
０
世
帯
ご
と
に
１
人

と
い
う
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
令
和
５
年
２
月
時
点
で

１
６
５
名
の
方
に
委
嘱
し
て
お
り
、

５
名
が
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
例

年
、
自
治
公
民
館
長
等
の
ご
協
力
に

よ
り
民
生
児
童
委
員
と
同
様
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
対
応
は

で
き
て
い
る
と
思
う
。

　

共
助
交
通
の
取
組
み
は
続
け
る

が
、
課
題
は
あ
る
。
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
も
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

買
い
物
に
不
自
由
な
方
の
た
め
の
対

策
は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

く
ら
よ
し

く
ら
よ
し
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公
立
保
育
園
再
編
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
教
職
員
の
労
働

環
境
に
つ
い
て

倉
吉
市
所
有
遊
休
地
の
活
用

に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
『
ひ
き
こ
も

り
』の
実
態

問　
県
立
美
術
館
オ
ー
プ
ン
、
大
型

工
場
建
設
予
定
、
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー

レ
の
再
生
プ
ラ
ン
も
大
き
く
前
進
し

て
い
る
ほ
か
、
県
道
３
２
０
号
線
や

国
道
３
１
３
号
線
の
整
備
が
進
む
に

伴
い
、
住
宅
需
要
は
高
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン

ス
を
利
用
し
な
い
と
い
け
な
い
。
若

者
定
住
施
策
の
必
要
性
や
倉
吉
市
が

主
導
権
を
持
っ
て
住
宅
地
整
備
す
る

考
え
が
必
要
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
気

概
は
あ
る
か
。

答　

現
段
階
で
は
、
若
者
定
住
用
住

宅
整
備
用
地
は
無
い
。
今
後
は
住
宅

用
地
拡
大
を
検
討
す
る
。
現
行
は
、

既
存
の
宅
地
利
用
を
薦
め
る
。
若
者

定
住
対
策
と
し
て
、
周
辺
町
村
と
同

様
の
支
援
制
度
の
構
築
を
提
案
中
。

新
年
度
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
制
度

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　
大
御
堂
廃
寺
跡
整
備
後
の
芝
生

エ
リ
ア
で
の
サ
ッ
カ
ー
等
の
試
合
は

可
能
か
。

答　

必
要
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
問
題
な

い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
場
の
整
備
と

は
異
な
る
。

問　
小
学
校
統
合
で
残
業
時
間
が
超

過
し
た
職
員
へ
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
や
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

時
間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
た
業

務
改
善
計
画
書
を
作
成
し
た
り
、
超

過
勤
務
者
に
は
定
期
的
に
産
業
医
面

談
を
勧
奨
し
、
健
康
状
態
を
確
認
し

て
い
る
。
職
員
の
増
員
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
局
と
協
議
を
し
て
い
る

状
況
。

問　
本
市
に
お
け
る「
ひ
き
こ
も
り
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
実
態
を
把
握

し
て
い
ま
す
か
。
こ
の
よ
う
な
困
り

事
相
談
窓
口
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
事
を
相

談
し
や
す
く
し
て
欲
し
い
が
。

答　
残
念
な
が
ら
全
て
を
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
が
令
和
４
年
12
月
末
ま
で

の
不
登
校
児
は
、
小
学
生
43
人
、
中

学
生
85
人
。
そ
の
う
ち
、
引
き
こ
も

り
状
況
と
思
わ
れ
る
人
数
は
、
令
和

４
年
度
調
べ
で
は
小
学
生
０
件
、
中

学
生
４
件
で
す
。
窓
口
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
で
検
討
し
た
い
。

問　
西
エ
リ
ア
公
立
保
育
園
再
編
事

業
に
つ
い
て
交
通
危
険
性
の
高
い
横

田
地
内
で
決
定
か
。
ま
た
、
地
域
住

民
の
理
解
を
得
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
地
域
へ
の
理
解
を
得
て
か
ら

進
め
て
欲
し
い
。

答　

お
お
む
ね
適
地
で
あ
る
と
決
定

し
進
め
て
お
り
、
保
護
者
へ
の
説
明

は
で
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
地
域
へ

の
説
明
は
す
る
。

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

こ
こ
ろ

さ
き
が
け

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資
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子
育
て
就
労
支
援
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
つ

い
て

問　
人
が
集
ま
れ
ば
、
そ
こ
に
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
。
中
心
市
街
地
に

１
０
０
円
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
て
は

ど
う
か
。

答　

定
額
運
賃
の
市
内
循
環
バ
ス

は
、
検
討
課
題
の
一
つ
と
認
識
す
る
。

問　
ま
ち
を
活
性
化
す
る
基
本
は
、

ま
ち
の
中
心
に
人
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
倉
吉
に

循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

答　

以
前
、
中
心
市
街
地
に
循
環
バ

ス
を
走
ら
せ
た
際
、
非
常
に
好
評
で

あ
り
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
市
内
循
環
バ
ス
の
導

入
に
向
け
て
の
ニ
ー
ズ
も
含
め
、
全

体
の
市
街
地
を
含
め
た
中
部
地
域
の

交
通
網
の
計
画
を
策
定
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

問　

出
生
率
低
下
の
原
因
の
１
つ

は
、
女
性
の
経
済
的
不
安
で
あ
り
、

そ
れ
を
取
り
除
く
取
組
み
が
不
十
分

な
こ
と
に
あ
る
。
市
と
し
て
子
育
て

女
性
の
た
め
の
就
労
の
相
談
窓
口
や

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
等
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
と
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
拠
点
は
、
市
と
し
て
作
っ

て
な
い
が
、
今
後
は
研
究
し
た
い
。

問　
子
育
て
中
の
方
か
ら
「
天
気
の

悪
い
日
で
も
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が

気
兼
ね
な
く
い
つ
で
も
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
る
場
所
を
作
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
声
が
あ
る
。
倉
吉
が
子
育
て
し

や
す
い
街
だ
と
い
う
こ
と
に
繋
が

る
。
是
非
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

答　
遊
び
場
と
し
て
公
共
の
施
設
の

提
供
は
、
特
に
休
日
な
ど
場
の
確
保

や
管
理
、
人
員
配
置
な
ど
責
任
を

持
っ
た
体
制
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
体
制
が
と
れ
な

い
。
民
間
に
も
投
げ
か
け
考
え
て
い

き
た
い
。

問　
少
子
化
対
策
は
、
子
育
て
支
援

と
共
に
結
婚
支
援
の
取
組
み
が
重
要

に
な
る
。
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
「
え

ん
ト
リ
ー
」
の
登
録
料
の
半
額
補
助

や
市
の
取
組
み
で
あ
る
「
出
会
い
・

結
び
合
い
」
な
ど
、
今
こ
の
倉
吉
で

暮
ら
し
、
結
婚
を
望
ん
で
い
る
方
々

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
取
組
み
の

充
実
を
し
て
欲
し
い
。

答　
「
え
ん
ト
リ
ー
」
は
一
市
四
町

で
情
報
共
有
し
連
携
を
取
り
合
っ
て

結
婚
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
登
録
料

の
補
助
に
つ
い
て
は
出
会
い
を
支
援

し
、
少
子
化
対
策
の
第
一
歩
で
も
あ

る
の
で
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た

い
。

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦

さ
き
が
け

さ
き
が
け
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物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
に
つ

い
て

新
生
・
関
金
温
泉
、
Ａ
コ
ー

プ
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て

問　
事
業
者
、
医
療
福
祉
施
設
、
市

民
、
畜
産
農
家
の
た
め
に
、
水
道
料

金
の
減
免
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
、
農

家
支
援
の
措
置
を
強
く
求
め
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答　

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
必
要
な
手

当
を
し
て
い
く
。
水
道
料
金
減
免
は

難
し
い
。
イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て

は
、
各
団
体
か
ら
要
望
も
出
て
い
る

の
で
、
国
に
求
め
て
い
き
た
い
。
畜

産
農
家
支
援
は
、
県
と
協
調
し
て

や
っ
て
い
く
。

問　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

を
。

答　

市
施
設
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は

改
め
て
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
更

新
時
に
発
電
、
廃
熱
利
用
を
考
え
た

い
。
梨
の
剪
定
ク
ズ
な
ど
の
利
用
も

考
え
た
い
。

問　
旧
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
の
再
生

を
軸
に
、
若
年
層
か
ら
の
提
案
を
活

か
し
た
、
新
生
・
関
金
温
泉
に
対
す

る
決
意
は
。

Ａ
コ
ー
プ
せ
き
が
ね
店
及
び
ポ
プ
ラ

山
守
店
閉
店
に
対
し
、
市
民
生
活
を

守
り
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た

め
ど
う
取
り
組
ま
れ
る
か
。

答　
指
摘
の
若
年
層
か
ら
の
提
案
を

活
か
し
、
指
定
管
理
候
補
者
と
協
議

し
な
が
ら
旧
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
を

再
生
し
、
温
泉
街
の
み
な
ら
ず
関
金

地
域
の
振
興
に
取
り
組
む
。

　

買
い
物
環
境
を
維
持
す
る
と
い
う

こ
と
は
地
域
に
非
常
に
大
切
な
こ

と
。
い
ろ
ん
な
対
策
を
現
在
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
何
と
か
若
干
の
規
模

の
縮
小
を
し
な
が
ら
で
も
店
舗
の
維
持

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問　
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
県

立
美
術
館
と
を
繋
ぐ
路
面
に
遊
戯
性

と
景
観
美
化
の
整
備
を
加
え
、
著
名

な
彫
刻
を
活
か
し
芸
術
性
を
高
め
な

い
か
。

答　

計
画
す
る
雨
水
幹
線
工
事
に
合

わ
せ
て
路
面
を
整
備
し
、
若
年
層
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
活
用
を
考
え

る
。
緑
の
彫
刻
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
の
み
な
ら

ず
、
市
域
の
彫
刻
作

品
を
活
か
し
本
市
の

芸
術
性
の
豊
か
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
散
策
マ
ッ
プ

を
策
定
す
る
。

▲提案時のイメージパース

▲フィリピンの砂浜に打ち上げられた「クジラ」
　の悲痛なメッセージ

朝あ
さ
ひ日 

等と
う
じ治

さ
き
が
け

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公

園
に
つ
い
て
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【議案に対する質疑】
3月
令和5年

第２回
定例会

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

… 議案第４号　  専決処分について（令和４年度倉吉市一般会計補正予算（第10号））
… 議案第５号　  令和４年度倉吉市一般会計補正予算（第11号）
… 議案第８号　  令和５年度倉吉市一般会計予算
… 議案第９号　  令和５年度倉吉市国民健康保険事業特別会計予算
… 議案第27号　倉吉市犯罪被害者等支援条例の制定について
… 議案第32号　 倉吉市せきがね温泉宿泊施設の設置及び管理に関する条例の制定

について
…議案第33号　 倉吉市営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正について
…議案第35号　 倉吉市青少年問題対策協議会等条例の一部改正について
…議案第40号　 財産の無償譲渡及び無償貸付けについて
…議案第41号　 財産の無償貸付けについて

Ｒ０４ 専決処分
Ｒ０４ 補正予算
Ｒ０５ 一般会計

市 営 住 宅

Ｒ０５ 国保特会

青少年問題

支 援 条 例

無償譲渡・無償貸付

せきがね温泉

無 償 貸 付

議員名 通　告 担当部局

米田 勝彦
Ｒ０５ 一般会計 商店街等活性化 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 周遊滞在型観光地創造事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 図書館運営 教育委員会

田村 閑美

Ｒ０５ 一般会計 広報公聴 総務部
Ｒ０５ 一般会計 地方創生推進事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 子どもの居場所づくり推進モデル事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 公立保育所再編整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 重層的支援体制整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 史跡大御堂廃寺跡整備事業 教育委員会

市 営 住 宅 倉吉市営住宅の設置及び管理に関する
条例等の一部改正について 建設部

大月 悦子

Ｒ０５ 一般会計 個人番号制度事務 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 韓国姉妹都市等交流 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 緑を守り育てる 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 協働のまちづくり 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 集落支援員活用事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 コミュニティセンター管理 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 就農応援交付金事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 畜産振興対策事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 地域資源観光活用事業（関金地区） 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 公立保育所再編整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 農業委員会 農業委員会

青少年問題 倉吉市青少年問題対策協議会等条例の
一部改正について 教育委員会

藤井 隆弘

Ｒ０５ 一般会計 定住対策事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 集落支援員活用事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 重層的支援体制整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 周遊滞在型観光地創造事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 小学校運営（総務） 教育委員会
Ｒ０５ 一般会計 中学校運営（総務） 教育委員会
Ｒ０５ 一般会計 体育施設維持管理 教育委員会

鳥飼 幹男

Ｒ０５ 一般会計 地元大学等関連 総務部
Ｒ０５ 一般会計 重層的支援体制整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 保育所運営 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 公立保育所再編整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 母子福祉事務 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 出産・子育て応援給付金給付事業 健康福祉部
Ｒ０５ 国保特会 出産育児一時金 健康福祉部

市 営 住 宅 倉吉市営住宅の設置及び管理に関する
条例等の一部改正について 建設部

大津 昌克

Ｒ０４ 専決処分 除雪対策 建設部

せきがね温泉 倉吉市せきがね温泉宿泊施設の設置及
び管理に関する条例の制定について 生活産業部

無償譲渡・無償貸付 財産の無償譲渡及び無償貸付けについて 生活産業部
無 償 貸 付 財産の無償貸付けについて 生活産業部

竺原 晶子

Ｒ０５ 一般会計 文化芸術活動振興 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 定住対策事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 スマート農業社会実装促進事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 森林境界明確化事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 商工業振興 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 商店街等活性化 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 地域資源観光活用事業（関金地区） 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 周遊滞在型観光地創造事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 男女共同参画の推進 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 重層的支援体制整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 図書館運営 教育委員会

議員名 通　告 担当部局

伊藤 正三
Ｒ０５ 一般会計 企画政策推進 総務部
Ｒ０５ 一般会計 地域住宅計画事業 建設部

丸田 克孝
Ｒ０５ 一般会計 除雪対策 建設部
Ｒ０５ 一般会計 まちづくり管理 建設部
Ｒ０５ 一般会計 史跡維持管理 教育委員会

福井 康夫

Ｒ０４ 補正予算 小学校運営（総務） 教育委員会
Ｒ０５ 一般会計 市制 70 周年記念事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 広報公聴 総務部
Ｒ０５ 一般会計 地方創生推進事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 遺族援護関係 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 重層的支援体制整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 公立保育所再編整備事業 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 公園管理事業 建設部
Ｒ０５ 一般会計 公園施設長寿命化対策支援事業 建設部
Ｒ０５ 一般会計 空き家対策 建設部
Ｒ０５ 一般会計 小学校運営（総務） 教育委員会
Ｒ０５ 一般会計 体育施設維持管理 教育委員会

支 援 条 例 倉吉市犯罪被害者等支援条例の制定に
ついて 総務部

福井 典子

Ｒ０５ 一般会計 地方創生推進事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 定住対策事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 中心市街地活性化推進事業 生活産業部
無償譲渡・無償貸付 財産の無償譲渡及び無償貸付けについて 生活産業部

山根 健資

Ｒ０５ 一般会計 企画政策推進 総務部
Ｒ０５ 一般会計 広報公聴 総務部
Ｒ０５ 一般会計 地方創生推進事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 人事管理 総務部
Ｒ０５ 一般会計 定住対策事業 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 商工業振興 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 ふるさと納税 生活産業部

佐藤 博英
Ｒ０４ 補正予算 観光施設維持管理事業（関金地区） 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 コミュニティセンター管理 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 人件費 総務部

鳥羽 昌明

Ｒ０５ 一般会計 車両業務 総務部
Ｒ０５ 一般会計 広報公聴 総務部
Ｒ０５ 一般会計 地方創生推進事業 総務部
Ｒ０５ 一般会計 総合交通対策（企画） 総務部
Ｒ０５ 一般会計 商工業振興 生活産業部

朝日 等治

Ｒ０５ 一般会計 保育所運営 健康福祉部
Ｒ０５ 一般会計 地域資源観光活用事業（関金地区） 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 緑を守り育てる 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 スポーツ活動振興 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 市有墓地維持管理 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 農林行政対策 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 関西事務所運営費 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 まちかどステーション管理 生活産業部
Ｒ０５ 一般会計 公立保育所再編整備事業 健康福祉部
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こ
の
事
業
は
、
昨
年
度
よ
り
大
幅
に

拡
充
さ
れ
て
い
る
。

次
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
、
申
請
に

係
る
制
限
と
条
件
に
つ
い
て
伺
う
。

主
な
質
疑
・
答
弁

動　
議

【質疑とは？】
　市長から提案された議案に対し、賛否の態度決定が可能になるよう、疑問や不明確な点を問う発言をいいます。自己の
意見を述べることはできません。倉吉市議会では、質疑回数は１議題５回までとなっています。

福
祉
課
と
長
寿
社
会
課
の
事
業
で
出

て
い
る
が
ど
の
よ
う
に
良
く
な
る
の

か
。

福
祉
課
に
専
任
職
員
を
１
名
配
置

し
に
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
を
し
て
も
ら

い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も

２
名
増
で
委
託
す
る
。
各
課
が
個

別
に
持
っ
て
い
る
相
談
事
業
を
連
携

し
、
一
丸
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
。

社
協
の
あ
ん
し
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
財
政
的
支
援
を
含
め
充
実
を

お
願
い
し
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
財
源
的
支
援

は
重
層
的
取
組
み
と
い
う
こ
と
で
全

て
引
き
上
げ
て
い
る
。

Q

QQ

A

AA

予
算
額

３
５
，
２
０
６
千
円

定
住
対
策
事
業

　

�
移
住
者
と
地
域
住
民
の
交
流
を
促

進
し
、
人
口
確
保
と
地
域
の
担
い

手
不
足
解
消
や
空
き
家
の
流
通
促

進
を
図
る
も
の
。

予
算
額

１
１
７
，
３
０
５
千
円

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　

�

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を
抱

え
る
高
齢
者
等
に
対
し
、
相
談
支

援
の
ほ
か
、
参
加
支
援
及
び
地
域

づ
く
り
支
援
な
ど
の
包
括
的
な
支

援
体
制
を
構
築
す
る
も
の
。

支援内容 制限・条件 その他
①住宅取得支援

35才以下 県の補助基準
に順次、周辺
町と同等な条
件 と し た も
の。

②空き家取得

③ ライフステー
ジ支援

39才以下
＊事実婚も含み、
法律婚にはこだ
わらない。

④結婚生活支援 婚姻した世帯に限る

令
和
５
年
３
月
22
日
（
水
）

① 

「
議
案
第
８
号　

令
和
５
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
組
み

替
え
動
議
」
を
田
村
議
員
が
提
出

・ 

田
村
議
員
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

・
質
疑　
な
し

・ 

討
論　

 

組
み
替
え
動
議
に
賛
成

討
論　
佐
藤
議
員

・ 

採
決　

 

組
み
替
え
動
議
は
賛
成

少
数
で
否
決

　
　
　
賛
成　
７
人

　
　
　
反
対　
８
人

　
　
　
　
※
採
決
の
内
訳
は
Ｐ
14

② 

「
小
椋
博
幸
教
育
長
に
対
す
る
問

責
決
議
」
を
大
月
議
員
が
提
出

・ 

大
月
議
員
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

・
質
疑　
鳥
羽
議
員
、
鳥
飼
議
員

・
討
論　
決
議
案
に
反
対
討
論

　
　
　
　
佐
藤
議
員

・
採
決　

 

問
責
決
議
は
賛
成
少
数

で
否
決

　
　
　
賛
成　
５
人

　
　
　
反
対　
10
人

　
　
　
　
※
採
決
の
内
訳
は
Ｐ
14

議会だよりの表紙写真を募集します議会だよりの表紙写真を募集しますあなたの写真で
表紙を飾ろう！

倉吉市内で撮影された季節が感じられる写真で、市を紹介できる作品を募集しています。
詳細は倉吉市議会ホームページをご覧ください。

【応募先】〒６８２－８６１１　倉吉市葵町７２２　倉吉市議会事務局
電子メール：gikai@city.kurayoshi.lg.jp
https://www.city.kurayoshi.lg.jp/gyousei/div/gikai/e123/m108/
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【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
3月
令和5年

第２回
定例会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
議

案
15
件
、
請
願
1
件
、
陳
情
1
件

が
付
託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
８
号
の
審
査
で
は
、
公

立
保
育
所
再
編
整
備
事
業
に
関

し
、
土
地
改
良
区
の
不
同
意
理
由

や
農
地
転
用
を
行
う
上
で
必
要
な

手
続
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
他
の
候

補
地
の
検
討
状
況
や
幼
保
小
連

携
・
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
地

域
住
民
や
保
護
者
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
事
業
説
明
を
行
っ
て
き
た

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
に
は
予

算
案
件
13
件
、
条
例
案
件
８
件
、

一
般
案
件
３
件
、
陳
情
３
件
が
付

託
さ
れ
、
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
市
政
70
周
年
に
当
た
っ
て
市
誌

の
編
纂
、
公
募
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
等
、
記
念
の
各
種
関
連
事
業
の

取
組
み
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復

旧
状
況
に
つ
い
て
質
問
。

　
補
助
災
害
復
旧
は
１
８
９
箇
所

（
全
体
で
１
９
３
箇
所
）
が
年
度

内
に
完
成
見
込
み
で
、
残
り
４
箇

所
は
令
和
５
年
度
予
算
で
対
応
、

教育福祉常任委員会

委員

鳥羽 昌明 委員長
山根 健資 副委員長
伊藤 正三 委員
大津 昌克 委員
佐藤 博英 委員
福井 典子 委員

所管 健康福祉部、教育委員会

の
か
、
保
育
行
政
の
停
滞
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
元
の

理
解
や
同
意
を
得
る
努
力
が
不
十

分
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
第

１
号
に
つ
い
て
は
採
択
、
ま
た
陳

情
第
５
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

に
よ
り
趣
旨
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
第
８
号
に
つ
い
て

は
、
次
の
附
帯
決
議
を
当
委
員
会

と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

「
公
立
保
育
所
再
編
整
備
事
業
費

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の

理
解
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告

す
る
こ
と
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
関
金
簡
易
水
道
の
新
た
な
水
源

地
に
つ
い
て
質
問
。

　
水
道
受
益
地
に
近
い
野
添
地
内

で
開
発
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８

年
度
に
供
用
開
始
予
定
、
と
水
道

局
よ
り
説
明
。

　
Ｊ
Ｒ
倉
吉
駅
北
側
の
上
井
羽
合

線
道
路
の
進
捗
状
況
を
質
問
。

　
用
地
が
２
カ
所
未
解
決
だ
が
、

完
成
目
標
は
令
和
６
年
度
、
と

の
こ
と
。

審
査
の
結
果

　

議
案
は
全
て
可
決
さ
れ
、
陳

情
は
、
第
１
号
が
全
員
賛
成
で
採

択
、
第
２
号
及
び
第
４
号
は
賛
成

多
数
で
陳
情
の
ま
ま
据
置
く
、
で

し
た
。

総務建設常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
竺原 晶子 副委員長
朝日 等治 委員
大月 悦子 委員
福谷 直美 委員
藤井 隆弘 委員

所管
総務部、建設部、会計課、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。
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生
活
産
業
常
任
委
員
会
に
は
、

９
件
の
議
案
と
一
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
3
月
15
日
、
16
日
に
委
員

会
審
査
。
緊
急
を
要
す
る
3
月
補

正
と
し
て
、
雪
害
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
他
、
畜
産
施
設
等
復
旧
支
援
事

業
費
に
１
億
3
千
5
百
万
円
な
ど

承
認
。
新
規
事
業
に
は
河
北
地
区

の
貸
工
場
整
備
に
向
け
た
用
地
取

得
費
、
空
き
家
Ｒ
ｅ
活
用
推
進
事

業
、
関
金
地
区
の
観
光
案
内
所
の

新
設
委
託
料
な
ど
承
認
。

　

ま
た
、
生
活
対
応
型
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
導
入
の
実
証
実
験
、
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｍ
動
画

の
作
製
。
旧
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ

の
整
備
、
定
住
対
策
事
業
と
し
て

特
に
若
者
の
就
労
支
援
策
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
市
制
70
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
各
種
文
化
イ
ベ
ン

ト
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、
そ
し

て
倉
吉
打
吹
ま
つ
り
な
ど
を
記
念

事
業
と
し
て
拡
充
さ
れ
ま
す
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
い
ず

れ
も
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
第
３
号

　
政
府
に
食
料
自
給
率
の
向
上
、

持
続
可
能
な
農
業
経
営
と
農
村
を

守
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
は
、
全

会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

生活産業常任委員会

委員
福井 康夫 委員長
鳥飼 幹男 副委員長
田村 閑美 委員
丸田 克孝 委員

所管 生活産業部、農業委員会

【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

 藤井 隆弘 委員長、大津 昌克 副委員長、
朝日 等治 委員、大月 悦子 委員　竺原 晶子 委員、
鳥羽 昌明 委員、山根 健資 委員

議会改革推進特別委員会

　倉吉市議会基本条例案の作成ではパブリックコメントを実施、17件61項目の意見をいた
だきました。意見を条文に取り入れながら修正等を行いました。今後は、制定に向け逐条
解説を作成し、公表してまいります。
　議会BCP案の作成は、素案の検討を行い、最終案を作成しました。議会BCP案は、災害
等発生時の行動指針、役割を定めたもので、災害等の復旧・復興に必要な議案の審議及び
採決を行う組織・体制をまとめたものです。
　議会のタブレット導入・運用は、本会議、委員会等の利用を進め、今後災害時の活用等
も含め、利用の拡大を検討していきます。
　議員定数については、全国の議員定数の状況及び定数に応じた常任委員会のあり方等も
研究するなど、継続して進めてまいります。

【特別委員会】
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3月
令和5年

第２回
定例会【議案等の議決結果】

　３月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は、４件でした。
　議員個人の表決は以下のとおりです。なお、表に掲載していない議案等は、
「起立全員」、「異議なし」で可決しました。

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

福
谷 
直
美

鳥
飼 
幹
男

福
井 
康
夫

鳥
羽 
昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

米
田 

勝
彦

山
根 

健
資

福
井 

典
子

佐
藤 

博
英

田
村 

閑
美

議案番号 件　　名 議案に対する賛否
議案 第 8号 令和５年度倉吉市一般会計予算 × × × × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 9 6 原案可決

議案 第 43号 令和４年度倉吉市一般会計補正予算（第１２号） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1 原案可決

議案第８号　令和５年度倉吉市一般会計予算に対す
る組み替え動議 ○ ○ ○ ○ － × × × × × × ○ × × ○ ○ 7 8 否決

小椋博幸教育長に対する問責決議 ○ ○ ○ ○ － × × × × × × × × × × ○ 5 10 否決

　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

福
谷 

直
美

鳥
飼 

幹
男

福
井 

康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

米
田 

勝
彦

山
根 

健
資

福
井 

典
子

佐
藤 

博
英

田
村 

閑
美

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 委員長報告に対する賛否

請願 第 1号 学校給食の無償化を国に求める意見書提出
について 採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 1号
普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く
空・水・土の安全の保障を求める意見書提
出について

採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 2号 安保関連３文書の閣議決定の撤回等を求め
る意見書提出について

陳情のまま
据え置く ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 13 2 陳情のまま 

据え置く

陳情 第 3号
政府に食料自給率の向上、持続可能な農業
経営と農村を守ることを求める意見書提出
について

趣旨採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 1 趣旨採択

陳情 第 4号
安保関連３文書の閣議決定に抗議し、大軍
拡・大増税の中止、くらしと福祉に予算を
まわすよう求める意見書提出について

陳情のまま
据え置く ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 13 2 陳情のまま 

据え置く

陳情 第 5号 社地区内（横田）保育園建設に関する陳情 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1 趣旨採択

請願・陳情の結果

※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。
凡例　 ○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

議決結果
【
会
派
名
】  　

 

…
く
ら
よ
し　
　
　
　
…
公
明
党・改
革
新
政
会
市
議
団　

 　
…
さ
き
が
け　

 　
…
日
本
共
産
党　

 　
…
こ
こ
ろ

公
・
新

さ

く

共

こ

倉吉市議会では クールビズ  実施中　実施期間 ５/１～１０/３１

　倉吉市議会では、地球温暖化対策のための取り組みを行っています。今年も５月１日から

１０月３１日までの間、本会議・委員会などの諸会議において、クールビズを実施していますの

で、ご理解ご協力をお願いします。
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【臨時会とは？】
　突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の
事件に限ってこれを審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

令和５年４月第３回臨時会 議案等の議決結果
臨時会

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、　×反対、　※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

　　 賛
成
反
対

議
決
結
果

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

大
津 

昌
克

大
月 

悦
子

福
谷 

直
美

鳥
飼 
幹
男

福
井 
康
夫

鳥
羽 
昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

朝
日 

等
治

米
田 

勝
彦

山
根 

健
資

福
井 

典
子

佐
藤 

博
英

田
村 

閑
美

議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 46号 専決処分について（令和４年度倉吉市一般会計補正予
算（第13号）） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 承認

議案 第 47号 専決処分について（倉吉市税条例の一部改正について）○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 承認

議案 第 48号
専決処分について（倉吉市成長発展の基盤強化のため
の固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正に
ついて）

○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 承認

議案 第 49号 令和５年度倉吉市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 原案可決

【
会
派
名
】  　

 

…
く
ら
よ
し　
　
　
　
…
公
明
党・改
革
新
政
会
市
議
団　

 　
…
さ
き
が
け　

 　
…
日
本
共
産
党　

 　
…
こ
こ
ろ

公
・
新

さ

く

共

こ

期　　　間 令和４年１０月１９日（水）～２１日（金） 旅 費 総 額 197,860円
視察先・目的 長野県長野市 ホクト文化ホール 第17回全国市議会議長会研究フォーラム

視察者（会派） 大月 悦子、丸田 克孝 2人

期　　　間 令和４年１０月１９日（水）～２１日（金） 旅 費 総 額 72,820円

視察先・目的 長野県長野市 ホクト文化ホール 第17回全国市議会議長会研究フォーラム
長野県飯田市 飯田市役所 飯田市環境モデル都市行動計画について

視察者（会派） 田村 閑美 1人

期　　　間 令和４年１１月１５日（火）～１６日（水） 旅 費 総 額 71,440円

視察先・目的 東京都千代田区 新有楽町ビル
地方議員研究会セミナー 
（１）基礎からわかる学校統廃合 
（２）10年目までの議員向け特別セミナー

視察者（会派） 鳥羽 昌明 1人

期　　　間 令和５年３月２３日（木）～２４日（金） 旅 費 総 額 62,540円
視察先・目的 東京都江東区 東京ビックサイト 東京ケアウィーク'23

視察者（会派） 米田 勝彦 1人

期　　　間 令和５年３月２７日（月）～２９日（水） 旅 費 総 額 356,920円

視察先・目的
広島県尾道市 ＮＰＯ法人尾道空き家再生プロ

ジェクト
ＮＰＯ法人尾道空き家再生プロジェクトの取り組みに
ついて

大分県八女市 八女市役所 コミュニティ通貨「まちのコイン」事業について
大分県大分市 大分市役所 防災会議と議会ＢＣＰについて

視察者（会派） 藤井 隆弘、丸田 克孝、大月 悦子、福谷 直美 4人

倉吉市制７０周年記念事業 議場　オープンデ―倉吉市議会　

令和５年７月２９日  土曜日
☆イベント内容の詳細は、後日ホームページにてお知らせします。
当日は是非、倉吉市議会にお出かけください。
議員一同　お待ちしています。

個人・会派・常任委員会視察報告
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令和５年 ６月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ６月19日（月）～７月３日（月）
【会議日程】

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※ 録画放送は開催日の午後７時から。

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

６月１９日 月 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
２０日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２１日 水 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２２日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
２３日 金 予備日
２４日 土 休会
２５日 日 休会

２６日 月 本会議 午前１０時 付議議案に対する質疑～
委員会付託

２７日 火 予備日
２８日 水 委員会 常任委員会（予定）
２９日 木 予備日
３０日 金 議事整理日

７月  １日 土 休会
２日 日 休会

３日 月 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

ボルダリングジム　ババーンズ
　代表
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―生活とチャンネル
　昨今の、物価上昇によりほぼすべての業種が
値上げを余儀なくされています。しかし、それ
に伴う給与の上昇は大きく改善されておりませ
ん。私のお店も商品の値上げを行いそれに伴っ
て、お客様それぞれの不満も少なからずあると
思います。私が今、考えるのは値上げ改善では
なく、個人の収益チャンネルを増やしていくと
いうことではないかと思っています。私もジム
経営、クライミングホールド製造、noteによる
設計図販売など少しずつチャンネルを増やして
います。会社員も個人事業主もより多くの収入
源を模索するべきではないかと考えています。

―倉吉の未来の大人たちへ
　クライミングを始めて20年が経ちました。
ババーンズというお店も6年目を迎え、オープ
ン当初の子どもたちが今はユース選手としてク
ライミングを続けています。スポーツ選手とし
て生涯を全うすることは難しく、第一線の選手
でも悩みとして抱えています。どんなスポーツ
をやっていくとしても個人としての成長と世界
観、そして自分のスタイルを身につけて欲しい
と思っています。

―倉吉市に望むこと
　現在多くの学校から部活動が減少し、子ども
たちは校外にその活動の場を求めています。
　しかし、そのために施設利用料や用具、遠征
費などが各家庭の負担となっています。すべて
の子どもたちが選手を目指し、日々練習に取り
組んでいるわけではないですが、より本気にな
れば出費は増えていきます。
　このようなことから、基準等を設定していた
だいたうえで、練習費用の補助を行っていただ
けないかと切に願っております。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だよ
り、会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索

議会だより「白壁」の
ご意見・ご感想はこちら ▶

▷ゴールデンウィークはいかが過ごされまし
たか？５月８日新型コロナウイルスの感染症法
上の位置づけが「５類」となることを受けて、

3年ぶりに旅行を楽しまれたり、子どもたちの帰省で賑
やかに過ごされ、『孫ロス』との声も聞かれました。夏
にまた会えるといいですね。▷オンライン研修や会議の
減少が懸念されています。旅費や移動時間の節約につな
がり、効率的な手段であると言えます。しかし、オンラ
インでは不十分な場合もありますので、目的に応じて選
択できるようにしていただければと思います。▷議会だ
よりを通じて、市民の皆様とのコミュニケーションを深
め、市民の皆様からのご意見やご要望にもしっかりと応
えていきたいと考えています。何かご意見やご要望がご
ざいましたら、お気軽にお知らせください。
　　　　　　　　　　　　　（編集委員長　竺原晶子）


